
電話帳移行サポート（ｉ）
 

パソコン操作説明書
 （Ｗｉｎｄｏｗｓ

 
Ｖｉｓｔａ® 版）

・Apple、Appleのロゴ、iTunes、QuickTimeは、米国および他国のApple Inc.の登録商標です。
・iPhoneはApple Inc.の商標です。
・iPhone商標は、アイホン株式会社のライセンスに基づき使用されています。
・iPhone 3Gは単独の通信業者のサービスでのみお使いいただけるよう設定されている場合があります。
・Microsoft、Windows、Windows Vista、Outlook、Internet Explorerは、米国Microsoft Corporationの米国及びその他の国における登録商標です。
・WindowsはMicrosoft Windows operating systemの略称として表記しています。
・SOFTBANKおよびソフトバンクの名称、ロゴは日本国およびその他の国におけるソフトバンク株式会社の登録商標または商標です。
・S！電話帳バックアップはソフトバンクモバイル株式会社の商標です。
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デスクトップ画面から『Internet Explorer』をダブルクリック（素早く2回押す）してください。
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ホームページが表示されます。aのURL入力欄にhttp://mb.softbank.jp/mb/iphone/sync_memory/を入力して
bの「移動」をクリックしてください。

a
b

http://mb.softbank.jp/


【データ移行に際しての前提条件】
①iPhone 3G購入時に、店頭にて旧移動機のﾒﾓﾘｰがﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟされていること
②「アドレス帳」がインストールされていること
③iTunesがインストールされていること（http://www.apple.com/jp/itunes/download/）
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『SoftBank』のホームページが立ち上がります。
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画面右側にある『いますぐ移行する』をクリックしてください
※名称等が変更される場合があります。
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ログイン画面が表示されます。
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a欄に「お客さまの電話番号」、b欄に「パスワード」を入力し

 

cログインボタンをクリックしてください。

a

b

C

A．契約変更・買い増しのお客さまで
「S!電話帳バックアップ」に加入されていた方

今までご利用のパスワードを入力してください。
パスワードをお忘れの場合、下記Cの方法にてご確認
頂けます。

B．新規契約のお客さま、もしくは契約変更・
買い増しされたお客さまで「S!電話帳バックアップ」
に加入されていなかった方

IPhoneご購入後配信されるSMS（差出人：940001）
に記載のURLよりパスワードをご確認頂けます。
SMSを削除した場合は、下記Cの方法にてパスワード
をご確認頂けます。

C. My Softbankからのパスワード確認方法

Safariを起動 ブックマークから
MySoftbankを選択

MySoftbankから
ログアウトをする

「初めてお使いの方
パスワードを忘れた方」を選択

iPhoneの電話番号と
4桁の暗証番号を選択

パスワードがSMSにて
通知されます

（確認方法についてご不明な場合は、ソフトバンク

 

コールセンターにお問い合わせください。

 

0088-21-2000）

＠
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ログインすると「電話帳移行サポート（i）」の画面が表示されます。
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a 「○」をクリックし、「全件ダウンロード」を選択します。そのまま

 

b 「ダウンロード開始」をクリックしてください。
※ダウンロードが開始します。

a

b
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「ファイルのダウンロード」が表示されます。そのまま「保存」をクリックしてください。
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「名前をつけて保存」が表示されます。aの「デスクトップ」をクリックした後、bの「保存」をクリックしてください。

a

b
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「ダウンロードの完了」が表示されます。「閉じる」をクリックしてください。
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ダウンロードの完了が消えたら、「ログアウト」をクリックしてください。
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「ログイン」画面に戻ったら、画面右上「×」をクリックして画面を閉じてください。
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ソフトバンクホームページの、画面右上「×」をクリックして画面を閉じてください。



a
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aのようなCSVファイルが作成されていることを確認します（ファイル名は『SAB_********（今日の日付）.csv』）。

【拡大】
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15で確認したファイルの上にマウスをあわせ右クリックをしてください。その状態で表示されたaのメニューの中から
「プログラムから開く」でクリックを行ないます。さらに表示されたbで「既定のプログラムの選択」をクリック
してください。（すでにbで「メモ帳」が表示された方は「メモ帳」でクリックします。その場合19まで進みます。）

a

b
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「ほかのプログラム」の右側の「∨」をクリックします。
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aのスクロールバーにマウスを合わせ、マウスの左クリックボタンを押したまま下にずらして左ボタンを離してください。
bの「メモ帳」が表示されたらマウスを合わせクリックをします。そしてcの「OK」をクリックします。

a

b

c
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選択したファイルが「メモ帳」で表示されます。
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「名前をつけて保存」をクリックしてください。
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aの欄が「デスクトップ」になっていることを確認してください。
bのファイル名に「a01」と入力してください。
cのファイルの種類は「テキスト文章（*.Txt）」が選択されていることを確認してください。
dの文字コードは「UTF-8」が選択されていることを確認してください。
e「保存」をクリックします。

a

b

c

d
e
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左上のaのファイル名が「a01-メモ帳」になっていることを確認してください。確認ができたら右上bの「×」を
クリックして画面を閉じます。

a
b
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aのようなファイル名は『a01』のファイルができたことを確認してください。

a
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画面左下にあるaの「スタート」ボタンをクリックし、bの「すべてのプログラム」をクリックします。

a

b



25

 

aのような「プログラムのメニュー」が表示されるので、その中から、bの「Windows アドレス帳」をクリックします。

a

b
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画面上部にあるメニューバーから「インポート」をクリックしてください。
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「windows アドレス帳にインポート」画面が表示されます。aの「CSV（カンマ区切り）」をクリックしてください。次に
bの「インポート」をクリックをします。

a

b
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「CSVのインポート」画面が表示されます。「参照」ボタンクリックしてください。
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「開く」画面が表示されます。aの「デスクトップ」をクリックし。次にbの「▼」をクリックし「テキストファイル（*．

 
TXT）」をクリックします。さらに、cのスライドバーをマウスの左クリックボタンを押したまま下にずらし、dのような先

 
ほど作成したファイル「a01」にマウスを合わせクリックをします。そしてeの「開く」をクリックします。

a

b
d

e

c
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「CSVのインポート」画面が表示されます。「次へ」ボタンをクリックしてください。

選択したファイル名が表示
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「インポートするフィールドの割り当て」で、テキストフィールドからアドレス帳フィールドへ取り込む項目の「□」
をクリックしてください。

※テキストフィールド・・・PCにダウンロードしたデータ項目
※アドレス帳フィールド・・・Windows

 

アドレス帳に取り込む項目
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31で「□」にチェックが入ると、aの「割り当ての変更」画面が表示されます。bの「▼」をクリックして、さきほど

 
チェックした項目に対応する割り当て先を選びクリックをします。cの「インポートするフィールド」にチェックを入れ、d

 
の「OK」ボタンをクリックします。

a

b

c

d
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a 「名前（姓）」チェックが入るのを確認してください。32と同様にb「名前」・c「電話番号1」などアドレス張

 
フィールドへ取り込む項目をチェックし、d 一覧を参考に関連付けを行ないます。（関連付け項目の詳細については、

 
最終ページをご参照ください）
※お使いの機種によっては、電話帳のデータの一部が移行できない場合があります。

a

c

関連付け参考例d

テキストフィールド データ例 アドレス帳フィールド

名前（姓） ソフト 姓

名前（名） 一郎 名

電話番号１ 0801111**** 携帯電話

電話番号２ 0802222**** 自宅電話

電話番号３ 0803333**** 勤務先電話番号

電話番号４ 0804444**** 自宅ファックス

電話番号５ 勤務先ファックス

メールアドレス１ rou1@i.softbank.jp 電子メールアドレス

メモ メモ

肩書き 役職

会社 会社名

住所 自宅の番地

URL 個人Webページ

b
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取り込みたいフィールドの割り当てが全て終わりましたら、「完了」ボタンをクリックしてください。
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「CSVのインポート」画面が閉じましたら、「Windows アドレス帳にインポート」の「×」をクリックして画面を閉じます。
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a アドレス帳が登録されていることを確認してください。bの「×」をクリックして画面を閉じます。

a

b



アドレス帳（Windows）からiTunesを経由して
 iPhoneへメモリーコピーをする手順については

http://support.apple.com/kb/HT1386?viewlocale=ja_JP&locale=ja_JP

をご確認ください。

http://support.apple.com/kb/HT1386?viewlocale=ja_JP&locale=ja_JP


テキストフィールド アドレス帳フィールド

名前（姓） 姓

名前（名） 名

ﾖﾐｶﾞﾅ（姓） -

ﾖﾐｶﾞﾅ（名） -

電話番号1 携帯電話

電話タイプ1 -

電話番号2 自宅電話番号

電話タイプ2 -

電話番号3 勤務先電話番号

電話タイプ3 -

電話番号4 自宅ファックス

電話タイプ4 -

電話番号5 勤務先ファックス

電話タイプ5 -

Eメールアドレス1 電子メール

 

アドレス

Eメールタイプ1 -

Eメールアドレス2 -

Eメールタイプ2 -

Eメールアドレス3 -

Eメールタイプ3 -

Eメールアドレス4 -

Eメールタイプ4 -

Eメールアドレス5 -

Eメールタイプ5 -

テキストフィールド アドレス帳フィールド

メモ メモ

誕生日 -

肩書き 役職

会社 会社名

住所タイプ -

住所 自宅の番地

URLタイプ -

URL 個人Webページ

グループNo －

モード －

※電話番号は最大5件登録可能です。

（番号のカテゴリ分けを行ってください）

※Ｅメールアドレスの登録可能件数は1件です。
関連付けは、「テキストフィールド」のEメールアドレス１～５いずれか

 
ひとつを選択してください。

※住所の表示が以下のように表示される場合があります。
「;;;;渋谷区;東京都;152-0000;日本」

アドレス帳フィールド関連付け項目詳細
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